
様式１

頑張る地方応援プログラム

都道府県名 広島県 市町村名

プロジェクト名
新規・継続の

区分
新規

プロジェクトの
期間

平成２１年度～平成２２年度
政策分野の分類

（①～⑪）

住民への公表の
方法（ホームページ
アドレス等）

総事業費
（単位：千円）

（うちH21事業費）

1,023,533

（612,909)

1,023,533

(612,909)

その他特記事項

府中市

プロジェクトの
目的、概要及び
具体的な成果目
標

（目的、概要）
府中市と府中市教育委員会は、まちづくり構想の柱の一つとして「教育のまちづくり」を掲げ、

平成14年度から「フレッシュアップ計画マスタープラン」に基づいて、教育改革に取り組んでき
た。平成20年4月1日に府中市で初となる小中一体型校舎の府中学園が開校した。本事業は、
府中市で2校目となる一体型の校舎であり、府中学園で築き上げた教育成果を十分に取り入
れ、新たに地域密着型の体制を取り入れ、より一層の教育効果がえられる。

（具体的な成果目標）
・4小学校と2中学校を統合し、小中一体校を新設し、より効率的な運営を行う。
・小中一体型の統合学校新築により、校舎5棟と屋内体育館3棟（耐震基準を満たさない建物、
老朽化した建物）を、新耐震基準とし、整備を図る
・統合小中学校を地域の核となる場所と位置づけ、地域の活性化を図る。
・現状の府中学園に続き、府中市の小中一貫教育をより進めていく学校となる。
・廃校跡地を有効活用する。

府中市ホームページ
→ＵＲＬ  http://www.city.fuchu.hiroshima.jp/shisei/ippan/oen/index.html
府中市教育委員会ホームページ
→ＵＲＬ　ｈｔｔｐ://www.edu.city.fuchu.hiroshima.jp/TOPIX/ganbarutihou/ouenpuroguramu.pdf

プロジェクトを構成する具体の事業・施策

名称 事業概要

（仮称）府中市西部地区統合小・中学校建設プロジェクト

（仮称）府中市西
部地区統合小・
中学校建設事業

・小中一体型の学校を建設し、4小学校と2中学校を統合する。
・中学校用の屋外水泳プールを新設する。
・中庭広場（芝生化）を設ける。
・バス通学用の発着ターミナルを設ける。

①地域経営改革プロジェクト

総　　　計



様式１
頑張る地方応援プログラム

都道府県名 広島県 市町村名

プロジェクト名
新規・継続の

区分
継続

プロジェクトの
期間

平成19年度～平成23年度(5年間)
政策分野の分類

（①～⑪）

住民への公表の
方法（ホームページ
アドレス等）

総事業費
（単位：千円）

（うちH21事業費）

3,690
(160)

0
(0)
0

(0)
0

(0)

83,900

(12,280)
200
(0)

1,000
(100)

88,790
(12,540)

小中学校間の円滑な接続や教職員の児童生徒理解、教科指導の工夫改
善を進めるために、各中学校区に市費で講師を派遣する。
異年齢交流等における児童・生徒移動のための自動車等賃借料措置。

府中市の小中一貫教育は、学習指導要領に基づいて実施する。

総　　　計

その他特記事項

府中市小中一貫教育カ
リキュラム作成会議

音楽・図工／美術・保健／体育・情報／技術・家庭科について9年間を見据
えたカリキュラムを作成する。（平成19年度作成済)

府中市小中一貫
教育研究大会

小中学校の教職員が、異校種へ相互に乗り入れて一日研修を行い、児童
生徒の実態や教職員の考え方及び組織等の違い等を理解し、9年間を見
通した取組みを進める。

⑪その他

各中学校区の小中一貫教育の充実と発展、教職員の指導力向上等を図る
ために開催する。

府中市ホームページ　→ＵＲＬ  http://www.city.fuchu.hiroshima.jp/shisei/ippan/oen/index.html
府中市教育委員会ホームページ
→ＵＲＬ　ｈｔｔｐ://www.edu.city.fuchu.hiroshima.jp/TOPIX/ganbarutihou/ouenpuroguramu.pdf

プロジェクトを構成する具体の事業・施策

小・中学生の生
活調べ

ピア・サポートプ
ログラム

小中一貫教育推
進事業

名称

希望する小中学校へ大学生を派遣し、ピア(仲間)・サポート（支援・援助)プ
ログラムに沿った10回程度の授業を行い、子ども達の自尊感情・自己効力
感、社会性等を育てる。

事業概要

思春期が始まる直前にある市内全ての小学4年生と中学1年生を対象に、生
活についての調査を行う。

府中市

プロジェクトの
目的、概要及び
具体的な成果目
標

（目的）
・確かな学力・豊かな心・頑張る体力を身につけた「元気いっぱいの府中っ子」の育成を図る。
・義務教育9年間を通して、全ての子の可能性を最大限に伸ばす。
（概要）
・平成16年度から小中一貫教育の試行を始め、平成20年度には市内全ての中学校区で、連携
型・併用型・一体型の三形態により、学習指導要領の枠内で実施する。
・各中学校区ごとに、めざす子ども像や教育目標を示し、その具体化に向けて教育活動を展開す
る。
・府中市作成のカリキュラムを活用して、9年間を見据えた授業づくりを行う。
・関係小学校間で学習規律等を統一するとともに、小中一貫した生徒指導を推進する。
・中学校区の小中学校の教職員を対象に研修会や調査等を実施し、義務教育の充実に向けた意
識改革と指導力の向上を図る。
・各中学校区の取組みについて、ホームページ等を活用して保護者や市民等に伝える。

（具体的な成果目標）
・全ての学校で、9年間を見据えた指導方法や評価等を進め、5年間で広島県基礎・基本定着状
況調査において県平均通過率を5ポイント上回る。
　○小学校国語　+1.7ポイント(平成18年度実績)→+5ポイント(平成23年度)
　○小学校算数　-1.2ポイント(平成18年度実績)→+5ポイント(平成23年度)
　○中学校国語　-1.1ポイント(平成18年度実績)→+5ポイント(平成23年度)
　○中学校数学　-0.2ポイント(平成18年度実績)→+5ポイント(平成23年度)
　○中学校英語　-1.3ポイント(平成18年度実績)→+5ポイント(平成23年度)
　
・中一ギャップの克服を図り、中学校の不登校生徒を5年間で半減する。
　○不登校生徒　29人(平成18年度実績)→14人(平成23年度)

・中学校卒業時に、全ての生徒が、将来に志を持った進路選択ができる。
　○進路未決定者　4人(平成18年度実績)→0人(平成23年度)

府中市小中一貫教育推進プロジェクト

府中市小中一貫
教育推進会議

かけ橋の日

府中市の小中一貫教育を推進するため、大学関係者や小中学校の教職員
等で組織する。


